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代表 前田 敏章

事務局

札幌市中央区北１条西９丁目060-0001
ノースキャピタルビル４階

2008 4 10 TEL 011-233-5130 FAX 011-233-5135第 号26 年 月 日 （年３回発行）

E-mail hk-higaisha hk-higaisha/@nifty.com http://homepage2.nifty.com/ホームページ
被害者の会は、被害者どうしの支援と事故をなくすための取り組みを目的とした、交通事故被害者や遺族でつくる

会です。入会希望の方は事務局に電話をください。会費はありません。年３回の会報が送られ、毎月の例会に参加

できます。例会時に当事者同士としての相談も受けています （例会の日程はｐ ）。 12

息 子 が 教 え て く れ た 駐 車 場 の 危 険 性

札幌市北区 佐藤京子

当時７歳佐藤 博勇（さとう ひろむ）

駐車場とは車・人・自転車が行き交うとても危険な場所です。

それにもかかわらず、私有地である為さしたる決まりもなく(道交法適

用外)、車の運転者のモラルのみに安全性を任されています。

、 、 。平成6年7月28日 夏休み 友人と二人で友達の家へ向かうところでした

駐車場内を自転車で走行中宅配業者のワゴン車に衝突されました。

加害者は駐車場内で二人の子供を確認したにもかかわらず、車の前方で

一人の子供を発見、目視し、ブレーキをかけず走行、次に来た息子博勇が

轢かれました。加害者は見通しのよい駐車場内でどうして息子を巻き込ん

でしまったのか？

一番大切な脳幹を損傷し、即死に至らしめるだけの行為をした加害者に

対して、法はどうして裁いてはくれないのか？

小さな命と引きかえに教えてくれた博勇の最後のメッセージを一人でも

多くの人に伝えていきたいと思います。博勇も天国から応援してエールを

送ってね。

小学校に寄贈した「博勇文庫」博勇元気にしている？

天国で少林寺は続けているかな？

あいかわらず明るく元気にたくさんのお友達を笑わせたりしているよね

たまには私達のところにもひょうきんな顔を見せに来て欲しいなあ

とっても淋しいんだから お願い！ （母）

「いのちのパネル」よりー－

今号の主な内容
②「この靴で博勇は一生懸命駆けた （佐藤京子 「被害者参加制度と被告人の防御 （内藤裕次）」 ）、 」

③～⑦ 講演記録 （下）諸澤英道教授「被害者の尊厳と権利を護るために」

⑧「命の絆」をテーマに高校で講話して（高石洋子） ⑩ 交通教育の課題 （前田敏章）その３

「 」 （ ） 、 （ ）⑩ いのちのパネル 小冊子の活用を 小野 茂 ⑪ 真実を求めて 民事裁判の闘い 白倉博幸

⑫「生命のメッセージ展in札幌 「０(ゼロ)からの風」上映会 （水野 親）」 （6/6～８）にお越し下さい
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この靴で博勇は一生懸命駆けた

6月の「生命のメッセージ展in札幌」

札幌市 佐藤京子から参加します

2002年5月、札幌での「生命のメッセージ展」

に足を運びました。会場に着くと沢山の人型パネ

ルと「生きた証」である靴、そして遺された家族

のメッセージ。一つひとつ見ていくうちに息子と

同じ歳くらい人型パネルがあり、涙が止まりませ

んでした。

メッセージ展の帰り道、息子の

メッセージを載せたい、皆と一緒

に歩きたい、と思いました。主人

に話すと 「人型パネルはとても辛、

くてできない」と言われました。

パネルがだめなら、息子への想い

を千羽鶴という形でと考え、以降

皆と一緒に千羽鶴を連れて行って

頂いています （写真右）。

あれから6年、13回忌も過ぎ、娘

も亡くなった息子の歳を超えまし

た。6月に札幌で2回目のメッセー

ジ展をすると聞き、もう一度主人

に話してみました。主人は「そろ

そろ出してみようか」との返事。早速気の変わら

ないうちに入会の用紙を送ってもらいました。い

ざメッセージを書こうとすると今度は自分が書け

ず、やっとお彼岸の中日に原稿を出しました。当

時の身長が分からず、主人と一緒に幼稚園の身長

から絶対これだけは伸びているという丈を記し、

靴は娘も交えて選びました。

2年生の最後となった運動会の前 「この靴では、

速く走れない。ひもぐつ買って」と言われて仕方

なく買ったものですが、前の靴はボロボロで悲し

くなりました。でも、そこには一生懸命駆け抜け

た息子の生きた証がありました。
あかし

しかし、運動会のために買ったお気に入りにひ

もぐつは、クルマにひかれ市立病院で脱がせるた

めに、ひもを切られてしまったのです。

家族みんなで人型パネルにたずさわっていこう

と思い、パネルの作製・立ち会いは東京にいる長

男に頼みました。これから決める写真は少林寺の

写真をと思っています。つらいけど、沢山の人に

息子の最期のメッセージを伝えていきたいと思い

ます。

息子には、みんなと一緒に、いろいろな所に、

以前のように「いってきまーす」と元気よく出か

けていって欲しいと思います （1面の手記参照）。

被害者参加制度と被告人の防御
弁護士 （当会副代表）内藤裕次

ミニコラム

刑事手続きにおける被害者参加

制度が，平成20年中に実施されま

す。これは，被害者が検察官とと

もに法廷に出席し，被害者（また

は代理人弁護士，検察官）が情

状証人や被告人に質問するという

制度です。

この制度に対しては，被告人の

防御範囲が不当に広がるという批

判があります。というのは，訴訟

当事者が事前に把握していなかっ

た事実が争点になる可能性がある

からです。

さて，そうでしょうか。事件は認

めており，情状だけが争点の事件

を例にして考えてみましょう。

傷害事件で被告人の妻が情状証

人として出廷し 「20万円を弁償金，

として提供しましたが，被害者の

方は何も言わず，受け取ってくれ

ませんでした 」と証言したとしまし。

ょう。裁判所は 「そうか，20万円，

という妥当な金額を提供したんだ

な。誠意は示したのだな 」と思う。

わけです。

しかし，真実は，妻が弁償を提

供する際 「たいした怪我じゃない，

ですよね。詐病じゃないですか。

， 。」弁護士が払えと言うから どうぞ

と言ってお金を投げてよこしたた

， ，め 腹が立って受け取らなかった

というものだったとしましょう。

従来の裁判ならば，被害者は傍

聴席で 「そうじゃない」と言いた，

いのを我慢してこらえるしかできま

せんでした。しかし，被害者参加

をすれば，妻がそのときどんなこ

とを言ったのか，質問ができ，真

実を明らかにできるのです（すな

わち被害者参加によって 「妻の言，

動」という事実の存否が，訴訟当

事者が事前に把握していなかった

争点となります 。）

この事例をみて，被告人の防御

範囲が不当に広がるといえるでしょ

うか。このような争点は，被害者

参加がなければ素通りされてしま

うものでした。しかも 「妻が弁償，

金を提供した」という事実が裁判

のマナ板に乗っかっている以上，

それが真実かどうか，その事実を

どのように評価すべきかは，本来

審理（被害者による反対尋問を経

た料理）をしなければいけないは

ずです。そして，その事実をマナ

板に乗せた以上，被告人はもとも

とその事実について防御をすべきこ

とが予定されていたといえます。従

って，不当に広がるとまではいえま

せん。

そのうえ，私には，真相が明る

みに出ない裁判は，不当な裁判だ

としか思えません。さらに，適切な

処罰も実現できないと思います。こ

のような正当な裁判という利益とも

比較すれば，被告人の防御範囲

が「不当に」広がるとは言えない

と思うのです。

東京丸の内

会場の千羽鶴
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（下）講演記録 被害者の尊厳と権利を護るために
～基本法制定後の支援のあり方を考える～

諸 澤 英 道常磐大学大学院教授
【 講師略歴 】

学校法人常磐大学理事長・常磐大学大学院教授

専門：被害者学、犯罪学、刑事法学、刑事政策学、少年法制

○慶應義塾大学大学院法学研究科博士課程修了

○世界被害者学会理事、国連国際学術専門評議会理事、国連犯罪防止会議被害者問

題専門委員、アジア刑政財団学術評議員、日本被害者学会理事

○（社）いばらぎ被害者支援センター顧問、全国犯罪被害者の会（あすの会）顧問

○1975年以降、被害者学関係のほぼ全ての国際会議に日本代表として参加し、被

害者支援の標準マニュアルづくりに携わる

札幌市「かでる２・７」2007/10/16

■ 被害者の人権とは

◆ 被害者のための正義

被害者のため正義（ ）という言葉Justice for victims
は、イギリスの刑事政策の専門家マージャリー・フライ

1950 Justiceという人が 年代に最初に使ったのですが、

というのは、司法とか裁判という意味ではなく本来は正

義です。 世紀半かけて作ってきた今の近代刑事司法2
は、被害者を排除してしまう。日本では「蚊帳の外」

か や

、 「 」という言葉がありますが 欧米では 忘れられた人々

という言い方をします。フライは、それではいけない、

被害者を排除した近代法は正義に反する、被害者のた

めの正義を実現しなければならない、という事を最初

に言いました。被害者問題は正義の問題であり、これ

をやらなかったら正義が実現していないという事です。

それに対して犯罪者を守る事が正義だと言い続けて

いる人達がいますが、その理解はおかしいし、日本は

非常に偏った考え方であるように思います。

国連は１９８０年以降「国連犯罪防止会議」において

「被害者のための正義」はどうあるべきか検討し、１９

８５年には「国連被害者人権宣言 （正式名称は「犯」

罪および権力濫用の被害者のための正義に関する国連

宣言 ）を決めました。ここにも という言葉が出」 Justice
てきます。

◆ 被害者の権利確立に遅れた日本

欧米では、被害者の権利確立を求める運動が 年50
代から始まり、 年代になると、被害者運動を行った60
人達が国に補償制度を作らせ、そして 年代になると70
自分たちも支援活動を始める。 年代になると国が法80
整備を始める、国連が動き出す。 年代には、もう一90
通りやってきたので 年間やってきたことの点検評価40

が始まる。そして今、 世紀は国際的な提起です。21
今、日本政府が必死になって被害者問題を取り組ん

でいる背景として、日本人がアメリカに行って被害を受

、 、けると アメリカのスタンダードで色々処遇されますが

アメリカ人が日本に来たら、日本は遅れていてスタンダ

ードは何も無く、平等になっていないと突き上げを受け

ていることがあります。先進国でやっていないのは日本

80だけではないかと。日本は非常に遅れました。特に

年に犯罪被害者等給付金支給法が出来ましたが、これ

が唯一の被害者対策でした。その後世界が大きく動い

80 90たのに 日本は何も無く 空白の 年代と言われ、 、 、

年代にようやく動き出したのです。

6１から７の軸でみると ５までは何とかやってきたが、 、

と はこれからの問題だろうと思います。7
１．被害者運動

２．被害者補償制度の導入

３．民間の被害者支援

４．被害者のための法整備

５．被害者の権利を明記する

６．被害者補償制度の点検評価

７．被害者保護の国際連携

◆ 被害者の人権は国際的コンセンサス

被害者の人権について間違った理解の典型例を一

つだけあげます。2000年に出た「人権を疑え！ （宮崎」

哲弥著、洋泉社）という本があります。その中に「被

害者や被害者の遺族の立場は、直接的には対公権力

の関係にありませんから、人権問題の領域にあるとは

言えないのです」と、被害者の人権などという事を言う

人がいるようだけども、それは間違いだと堂々と書い

ているのです。これは外国に持っていったら一笑に付さ

れます。80年には被害者の権利とか人権という言葉は

国際的コンセンサスになっていたのですから。



- 4 -

年 月 日 北海道交通事故被害者の会 第 号（ ）2008 1 10 25 4

、 （ ）被害者の人権規定がない日本では 憲法13条 注

の一般国民の人権の条項から拡大解釈して被害者の人

権を導くわけです。

一方、犯罪者の権利については、第３１条（法定の

手続の保障）から第40条（刑事補償）までの10か条も

あるのですが、自民、公明、民主、少なくとも3党はい

ずれ憲法改正する時には、被害者条項を入れなけれ

ばならないという点では共通していますので、近い将

来、憲法に明記される事が期待できます。

） 「 、 。注 憲法 条 すべて国民は 個人として尊重される13
生命、自由及び、幸福追求に対する国民の権利につ

いては、公共の福祉に反しない限り、立法その他の

国政の上で、最大の尊重を必要とする」

◆ 人間の尊厳が問われている

被害者の権利というのは固有の問題であり、一般の

人の人権から導いてくるものではありません。今日のテ

ーマである人間の尊厳が問われているのです。 年85
「 」 、「 、の 国連被害者人権宣言 の第 項では 被害者は4
その尊厳に対して共感と尊敬の念をもって扱われる」

という条項がありますが、それは、①被害者は社会の

中の気の毒な存在ではなく、人間として尊厳が最大限

に尊重されなければならない。②国家は、被害者の

権利を保障し、被害から立ち直って社会復帰するため

のありとあらゆる支援を行わなければならない。③社

会の人々は被害者に対する偏見を持つことなく、被害

者が住みやすい「被害者にやさしい社会」を作るよう

に努力しなければならないことを意味しています。

被害者問題は、人間としての、あるいは被害者とし

ての尊厳を問われているという事です。かわいそうだ

から、気の毒だからではありません。胸を張らなくては

いけない。そういうものを実現しなくてはいけない。

◆ 被害者の基本的人権とは

被害者の人権に関する つの原則4
（諸澤英道「被害者の権利と被害者学」 年より）1975
１ 人権侵害されたものは被害者である （被害者の定義）。

２ 人権を侵害されようとしている、いわゆる潜在的被害者

の権利は守られねばならない （被害の予防）。

３ 被害者の侵害された権利は、回復されなければならな

い （被害の治療と回復）。

４ 被害回復の過程において、被害者には保障されるべき

権利がある（被害者の法的地位）

これは私が 年に書いた論文です。 年ぶりで1975 30
注目されるようになりました。

例えば２項、潜在的被害者の権利は守られなけれ

ばならない。警察に救いを求めると、警察はちゃんと

対応しなければならないというような話しです。３項の

部分だけは日本で今、一般的に理解されるようになり

ました。それから４項、究極はこれだと思っています。

例えば、刑事訴訟法が改正されて被害者が被害者参

加人として、バーの中に入り検察官の脇に座れるよう

になりましたが、このように、自分の受けた被害事件の

。裁かれる場に直接関係する事が出来るという権利です

◆「国連被害者人権宣言」の被害者の権利

「犯罪および権力濫用の被害者のための正義に関す

る国連宣言 （ 年採択）の要旨」 1985
１ 保護の対象となる被害者とされるためには加害者が特

定されていなくても、逮捕・起訴されていなくても、有罪

にならなくてもよい。また、被害者の親族、被扶養者のほ

か、被害者を助けようとして被害を受けた者も、被害者に

準じて保護される。

２ 被害者は、その尊厳に対して同情と尊敬の念をもって

扱われる。

３ 被害者には、司法制度に参加して、速やかな損害回復

を求める権利がある。

（ ）※ 犯罪者が裁かれる全プロセスに関わることができる

４ 被害の回復は迅速で、公正で、費用がかからず、利

用しやすい方法で行われる。

５ 被害者には、司法および行政の手続きの各段階で知る

権利がある。

６ 被害者は司法手続きのそれぞれの段階で援助を受け

ることができる。

７ 被害者のプライバシーは守られる。

、 、 。８ 被害者やその家族 証人は 生活の安全を保障される

９ 被害者は、速やかな国家補償（ ）を受けcompensation
ることができる。

１０ 犯罪者および被害に責任がある第 者は被害者に被3
害弁償（ ）をしなければならない。restitution

、 、 、 、１１ 被害者は 政府 ボランティア 地域の各種機関から

さまざまな支援と援助を得られる。

１２ 国は、被害者補償のための基金や財政をつくらなけ

ればならない。

１３ 国は、被害者にかかわる専門の職員に定期的なトレ

ーニングを行わなければならない。

３）の犯罪者が裁かれる全プロセスに関わる事が出

来るということは大事です。以前は問答無用で「何言

ってる」という感じだったのですが 年くらい前から日2
本でも通るようになりました。４）の被害回復は早けれ

ば早いほどいい。けがをした場合、何分何秒を争い救

急車で病院に運ばれ、応急処置をします。これは当然

の事として行われています。救急救命は早いほど助か

る率は高い。被害者問題も同じです。被害を受けた直

、「 」（ ） 、後に 危機介入 クライシスインターベーション し

一刻も早く支援しなければいけない。初期の支援によ

って、後が全然違う。

費用の問題ですが、いわゆる年金や保険とは違うの

です。被害者問題は、人間としてこの世に存在できる
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、 、かどうかの尊厳の問題ですから 費用は全部国持ちで

元の状態に回復できるという補償をしなければならな

い。１００％とはいかないまでも ～ ％まで欧米では80 90
やっているわけです。日本では、今のところ給付金し

か無く、被害者が実際に事件から立ち直るにかかった

何百万、何千万円のうち、公的なお金でもらえるのは

おそらく 割にもなっていないと思います。被害者が立1
ち直るのにお金がかかるというのは駄目だと、国連が

言っているのです 「早く 「公正に 「平等 「利用し。 」 」 」

やすい」が四つの原則です。

◆ プライバシーの問題

プライバシーの問題は、基本計画が出来た時にマス

コミとの関係で議論がありました。日本では、犯罪者

の報道については、匿名とかプライバシーという事が

強く言われます。 年代、特にマスコミ界に犯罪者1980
の匿名報道が始まり、かつて呼び捨てにしていた犯罪

者を「容疑者」という呼称を付けるようになりました。

被害者の側に関しては、原則匿名であるべきです。

私の「被害者の為の正義」という本に、国連が各国の

。メディアに奨励している倫理コード案を紹介しています

例えば、被害者の承諾なしに実名で報道してはいけな

い、お葬式の映像を勝手に撮してはいけない、もちろ

ん遺体の撮影など絶対にやってはいけない。報道だけ

でなく撮影をしてはいけないなど。そのくらい被害者の

プライバシーは守られなければならないのです。

確かに、 年代から 年代にかけてスウェーデン70 80
などの北欧の国々で犯罪者報道の匿名化が進みました

が、その後実名報道に戻りました。アメリカやイギリス

でも、多くの新聞が実名、呼び捨てです。今、匿名に

一番真剣に取り組んでいるのは日本です。匿名にすべ

きというのが正論かもしれませんが、少なくとも被害者

の報道の基準と比べると全く逆だろうと思います。

◆ 専門家のトレーニング

被害者に接触する専門家が被害者の事をわかって

いないということがあります。臨床例があまりないので

。 、 、しょう 例えば 児童が殺された池田小学校事件の時

精神医学の専門教授達が協力して子供達の支援をとい

うことになったのですが、その修羅場を経験した児童達

に、思いだして絵を描いてごらんということをやった。

これは心理療法の手段としてあるのですが、被害者に

対して、まして子供にはやってはならないというのは国

際的に誰でも知っている話です。それを専門家がやっ

。 。ている 大学に勤務していると現場との接点が少ない

ですから、被害者と向き合って診察や診断をするの

ではなく、被害者と同じ側に座って被害者と心を同じく

して話しをする、という事を専門家がやっていれば、

犯すはずのない過ちなのですが、まだまだ専門家は被

害者の事を研究の対象としか見ていないのではないか

という気がします。

自分の場合、沢山の被害者から話を聞いてきました

が、ファイルを作っていない。研究する事と支援する事

の狭間ですね。研究者として名を出そうと思えばデー

タをとった方が早道ですが、今でもファイルを作る気は

ありません。頭の中で、心の中で理解すればそれでい

いと思います。そう言う意味で、専門家をしっかり教育

しなければいけないかもしれません。

世界被害者学会での議論
（ 年の国連ワークショップ）1984

国家は、犯罪者から被害者への弁償を容易にするため・
に、刑事裁判で有罪になった犯罪者に対して、同じ裁判官

がすみやかに民事の賠償を命ずることができる制度をつくる

べきである。

・ 刑事司法手続きにおいて、被害者には次のような権利
があることを明記しなければならない。

①刑事司法手続のすべての段階で、その事実を知る

②専門用語ではない平易な言葉で説明を受ける

③手続きのすべての段階に在廷し尋問を受ける

④抗弁、取引などに同席する。

・ 警察、検察、裁判所は審判上必要な場合を除いて被害
者の氏名、住所等を公表してはいけない。

・ 被害者の権利に関連して、次のような補充措置も必要
である。

①公判期日は、被害者の都合を考慮して決める

②法廷に被害者専用の通路や控え室を設ける

③被害者を特定できるような情報については、被害者が

希望する場合は、原則として非公開とする

④被害者のプライバシーを侵害したり社会復帰を妨げる

者に刑罰を科すことができる。

⑤裁判の経緯は、適宜被害者に知らされる。

、 。⑥求刑 仮釈放などについては被害者の意思を尊重する

（ ） 、これは世界被害者学会が 年 国連会議の前 に84
ぜひ盛り込むべきと決めた事です。国連宣言というの

は、憲法と同じように非常に抽象的なので、その表現

はこういう事を意味しているという内容です。

例えば、裁判で被害者には、分かりやすい説明を

受ける権利があります。裁判を傍聴していてよくわから

ないというのは問題です。法廷に被害者控え室を設け

る、これも日本で一部始まりました。被害者を特定でき

る情報は原則として非公開とする。これも性犯罪ほか

ごく一部の犯罪ですが実現しました。被害者のプライ

バシーを侵害したり、社会復帰を妨げるものに対して

刑罰を科すべきだと。これはなかなか日本で議論出来

ていない。それから裁判の経緯は裁判官の責任におい

て被害者遺族に内容を説明しなければいけない。求

刑とか仮釈放については被害者の意思を尊重する。

こういう事が 年以上前に国際的に決まっているの20
ですが日本ではこの 、 年でようやく一部が動き出し2 3
たのです。
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■ 刑事司法への参加について

被害者参加について欧米の取り組み
・ アメリカでは 年の大統領特別委員会が被害者とそ1982

。の家族の刑事裁判への参加を認めるべきであると指摘した

・ ドイツでは、 年の被害者保護法で、すでに限定的1976
ながら、私人訴追のできる被害者の刑事裁判への参加を認

めており、その後数次の改訂をしている。

・ フランスでは、 年の治罪法時代から刑事訴訟にお1808
ける私訴権が認められていたが、 年の現行刑事訴訟1957
法でも、私人訴追制度が引き継がれた。

被害者の刑事司法参加権
・ 積極的参加： 法廷での質問、求刑、上訴など

・ 消極的参加： 被害者の意見陳述

・ 知る権利： 優先傍聴、被害者通知制度
※司法参加と知る権利とは別

今年の通常国会で被害者の裁判参加制度の法案が

通りました。参加は問題だと反対する人たちがいます

が、ドイツでは 年の歴史があります。また、ドイツ30
もフランスも、検察が起訴しない時には被害者が自分

で刑事裁判を起こし、原告になって被告に対して求刑

が出来るという制度（私人訴追）があります。日本で

も是非やったらいいのですが、この前の法改正では実

現せず、検察が行っていく刑事裁判に被害者は、パー

トナーとして参加出来るという所にとどまっています。

ただ、 年の最高裁判所の判例では、刑事裁判1990
というのは公益の為にあり、被害者の為にやるのでは

ないと言っていましたが、 年の犯罪被害者等基本2004
法の中に、刑事裁判は公益の為に行うと同時に被害者

の為にも行うと明記されましたので、それにあわせて法

律の改正が今後進んでいくわけです。

来年からはじまる参加制度では、検察官の求刑に被

害者が意見を言えます。検察官が「懲役 年を求め10
15ます と言ったら その後に被害者は いや私は懲役」 、 、「

年を望みます」と言う事が出来る。そこまでは実現す

る事になりました。 年に成立した意見陳述は消極2000
的参加ですが、今回実現するのは積極的参加です。こ

れまで権利ではなかったのですが、基本法で「権利利

益」と明記されましたので、今後権利という視点で書

き直さなければなりません。

■ 知る権利について
◆ 被害者の権利の中で最も重要な権利は「知る

権利」があることを知らされる権利

知る権利は、被害者のすべての権利の基本

知る権利

個人対個人の間 国家との関係

約束契約 原因行為 消極的権利 積極的権利

加害者についての知る権利 情報公開 捜査・裁判

◆ 知る権利の法的性格
「知る権利」には、

①表現の自由の派生原理としての「知る権利」

～対国家権力との関係の権利～

②個人対個人の関係における説明義務

～原因行為論から～

の二つがあります。

被害者の知る権利は、原因行為論から導き出されま

す。加害者が被害という結果を作ったから、その原因

行為を行った加害者に対して被害者には知る権利があ

る。個人間において原因行為、約束、契約などをした

場合、その一方の当事者は他方の当事者に対して、

結果についての責任を負うと同時に説明義務を負うとい

うことで、被害者は加害者に対してその結果について

の説明を求める権利があるという理論が出てきます。

被害者の知る権利は一般の人の知る権利とは違う、

当事者としての固有の権利であり、憲法上から引き出

されるものではないのです。

■ 公判での被害者への配慮

①遮蔽物を設ける ②ビデオリンク ③付き添い

④意見陳述 ⑤閲覧、謄写 ⑥和解調書

この何年かの間で被害者の為の法改正がなされまし

たが、現在、法律で規定されているものはここにあげ

た6つです。でもこれは、刑事訴訟法または犯罪被害

者保護法に書かれているもので、権利ではなく配慮の

。 。 、対象としてです 2000年の法改正で出来ました 当時

私は残念ながら権利になってないけども、全国各地の

被害者がこの制度を利用して訴える必要がある。訴え

てこれが当然の事になればやがて、法律上明記されて

権利になるというような事を盛んに言いましたが、基本

法が出来た事によって、これを権利として明記すること

がいずれ実現するだろうと思っています。

遮蔽物を設けるのは被害者が証言に立つときだけ

なので、傍聴する時も配慮の対象となるように具体的
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に書かなくてはいけない。ビデオリンクというのは、双

方向のビデオ装置で証言する、つまり法廷ではなくて

別室で証言するのですが、これも被害者が証言する時

だけです。そういう事でさえも、まだ実現していない。

■ 今後の課題
～被害者の復興期に向けて～

１ 国の負担と地方の分担

国：法整備 地方：被害者支援への協力と補助金

２ 刑事、司法手続きの、それぞれの段階での知る権利の

保障

３ 被害回復の支援のためのシステムづくり

４ 専門家の教育

５ 国民の正しい被害者理解のために

６ さまざまな被害類型ごとの支援と保護

◆ 支援に関わる国と地方の関係について

。今後の課題として国の負担と地方の分担があります

基本法では国の責務と地方公共団体および国民の責

務と三つ書かれていますが、地方公共団体が何をやる

かというという事はほとんど分かっていません。被害者

問題は全国レベルで動いていたために、本来は地方で

やるべき事が何もなされていません。

ヨーロッパのいくつかの国もそうですが、例えばアメ

リカでは州が、被害者に対して直接お金を払う補償金

、 。と 被害者支援をやっている団体に補助金とを出します

州単位で行われ、その会計年度の実績の ％は翌年35
連邦から州に補助金がくる。これは非常に良い制度だ

と思っています。都道府県がまずやって、翌年に国が

その何割かを補助金で交付する。

被害者支援活動というのは、全国レベルの範囲で

はなくて、その地域、地域での被害者支援活動があっ

て、それに対して行政機関である北海道や市町村が活

動を支援する、お金も出す、必要であれば人も出す。

こういうふうになっていかなければと思っています。

◆ 国民の正しい理解で被害者に優しい社会を

、 。国民の正しい被害者理解 これが究極の目的です

被害者に対する暖かい優しい社会作る、人々の意識を

変えるということ。日本の社会は被害者に対する偏見

が非常に強い国の一つです。被害者に対して、何かし

たからやられたのではないか、何もしていなかったらや

られる訳ないよというふうに見ます。殴られた人は何か

挑発したのではないのか、事故に遭った人は、ちゃん

と歩道を歩いていなかったのではないか、信号無視し

、 。たのではないのか そうまず思う人が沢山いるのです

これはおかしいです。ちゃんとルールを守っていても

轢かれる方が多い社会です。ですから被害を受けたら

「何かしたのではないの」という原因追求型の発想を

やめて 「それは大変な事になったね、どうしたの？大、

丈夫？」と、これからどうすればいいか、どうすれば立

ち直れるか、というふうに未来に向けて考える発想が必

要だと思います。そう言う意味で言えば、これはやっ

ぱり国民性を変えるというくらいの大きなテーマだろう

と思います。

（もろさわ

ひでみち）

※ 本講演要旨は

2007年10月16日の

、記録テープを基に

編集者の責任で文

章化し見出しをつ

けたものです。

江差町 柳谷さ

んから寄せられた

絵手紙

「トラウマとサポート★

犯罪被害者遺族」

東京書籍 年小西聖子編著 1998

遺族のあり方に「正しいゴール」はありません。

実際に被害に遭遇した人々の気持ちを、ありのまま

に聞き取りしている著書です。それぞれ一人一人が

違うように、受け止め方、回復の仕方に大きく差が

あります。悲しみを表現できる人、押さえ込んでし

まう人それぞれです。家族であっても、夫婦であっ

ても、大人と子供、それぞれ違います。

聞き手は、話を聞いてあげることの目標は、一時

間聞いてあげて、その一時間が楽になればいい。ご

飯が食べられればいい、と思うことです。二時間た

ったら元に戻ってしまうかもしれませんが、それで

もいいと思わなければなりません。

セルフヘルプグループと個人カウンセリングの二

、本立てを事件後早めに確立することがいいのではと

書かれています。 （荻野京子）

※ 事務所には他にも有益な参考図書があり、貸し出し

していますのでご活用下さい。

書籍紹介
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（感想より）「こんなに心を打たれたことはなかった」
～「命の絆」をテーマに高校で講話して～

江 別 市 高 石 洋 子

昨年9月と10月に江別高校にて講話をさせて頂

きました テーマは 命の絆 生徒は3年生で 受。 「 」。 「

験を控えて大切な時間を私なんかの話で潰してい

、 」いのかしら 皆ちゃんと話を聞いてくれるかしら

と不安な気持ちで教室に入りました。

途端にその不安は消えました。皆真剣な顔で私

を見つめていました。話を聞こうとしている生徒

達の姿に感動を覚える程でした。私の話を聞きな

がら泣いている生徒達を見て、私も声が震えて、

手も震えていましたが「笑顔で話さなきゃ」と言

う気持ちになりました。

息子の事、事故、裁判の生々しい話、法律の矛

盾。親にとって子供はかけがえの無い者であるこ

と。友達の大切さ。一瞬で奪われる命があると言

うことを伝えることで、命の重みを感じてくれる

。 「 」と思いました 友達を大切に思う気持ちから 絆

が生まれることをわかってもらえるように話しま

。 、した これから免許を取得するであろう生徒達に

最後に伝えたのは「免許を取ると言うことは、技

術が身に付くことではなく、責任を持つこと」で

した。

後に106名の生徒達から感想文が届きました。

勉強が大変なときに、又時間を使わせてしまった

と申し訳なく思いましたが、どの子も真剣に書い

てくれています。私は号泣しました。

ほとんどの生徒達は法律の矛盾について納得で

きないと書いていました。

「署名活動頑張って下さい 「法律が変わるま」

で頑張って下さい 「加害者、被害者にならない」

ようにします 「国民一人一人が真剣に考えてい。」

かなければいけない事だと思った」などの感想が

寄せられて嬉しかったです。励まされました。

全てを紹介したいところですが、何人かの生徒

の感想分を紹介します。

●話を聞いて泣きました。鼻水がありえないほど出

て、それから涙がポロポロこぼれました。胸が鉄で

も入っているんじゃないかと思うほど重くなりなし

た。人の命は、この重みより重たいのでしょう。命

の大切さと司法の無情さを痛く感じました （女子）。

。■今までこんなに心を打たれたことはなかったです

。人の命を奪うことは簡単なことなんだと感じました

儚く、尊い命。何事があっても人の命を奪ってはい

江別高で話をする高石洋子さん。目を腫らす生徒も

少なくなかった 【北海道新聞、2007/11/5の記事より】。

けないと言うことは子供でも分かることなのに、大

の大人が子供の悪い見本になるようなことをなぜす

るのか （中略）被害者やその家族が救われる頼れる。

法律に変わることを願っています。これからも頑張

ってください （男子）。

●私の姉が野幌高校で拓那さんと同級生で、話は聞

かされていました （中略）でも、亡くなった後も署。

名をしてくれる人がいて全国に広がる大きな規模の

団体が出来て、拓那さんの死は無駄にはなっていな

いと思うと嬉しくなりなした。死してなお拓那さん

の愛情は全国の人々に伝わっているんだなと思いま

した。あらためて命の大切さということを深く考え

。 。させられました 本当にどうも有難うございました

●今日は、とても貴重なお話を聴かせていただき本

当に有難うございました とても心が痛みました 中。 。（

略）少しでも多くの人が命の重さを知り、車を運転

する責任を感じる世の中になるように私も何かでき

ることを見つけたいと思います （女子）。

●私の身近でこんなことが起きているんだと実感し

た （中略）法律はすぐには改正されないんだ。腑に。

落ちない。私達もこれから免許を取るけど、免許を

取るということはそういう責任を負うと言うことを

忘れないようにしたい （女子）。

●お話で一番驚いたのは法律の甘さでした （中略）。

高石さん達の運動のお陰で少し法律が厳しくなって

くれたと感じました。車はとても身近で誰もが一度

は乗るものなので運転者としても、同乗者としても

責任を持って行きたい （女子）。
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●今日の話を聞いてすごく自分の為になったと思い

ました （中略）最近飲酒運転が厳しく取り締られて。

きたなと家族で話していました。飲酒運転が増えて

。 、いるから法律が変わったんだと思いました しかし

洋子さんや署名活動をした数多くの人達が関わって

変わった法律なんだと知れてよかった。有難うござ

いました （女子）。

■法律を変えるのは大変な事だが、これからも頑張

って欲しい。自分もこのような事件に関わりあえる

ような国会議員になれるように努力したい（男子）

■今回の話を聞いて命のかけがえのなさ、事故への

責任の重さなどこれからの人生に大事なことを教え

てもらった （男子）。

■友達は大切にするべきなんだとあらためて実感し

ました （男子）。

●息子さんの話をしてくれて有難うございました。

（中略）事故の重み、命の重みを知りました。涙が

止まりませんでした。日本の法律に怒りを感じた。

拓那さんの生きた16年より短いなんておかしいと思

った。でも、高石さんが拓那さんのために、同じく

苦しんでいる人の為に色々な活動をしているって聞

、 。（ ）いて これからも頑張って欲しいと思います 女子

※ 上記高石さんの講話は、江別高校の社会科授業

の中で行われたものです。授業の様子を地元紙が

とりあげてくれました。抜粋して紹介します。

「北海道新聞」11月5日の記事より

脱「クルマ依存」
交通教育を模索
倫理 遺族招き「命」考える

（リード略）

10月、江別高。約80人の生徒が耳を澄ませた。

「私たちの敵は、逃げ得を許す法律でした」

話をしたのは、江別市内の高石洋子さん。2003年

2月、息子の拓那（たくな）さん＝当時（16 、野幌）

高1年＝を、無職男性が運転するＲＶのひき逃げで

失った。男性は逮捕され、飲酒の事実を認めたが、

飲酒から逮捕まで時間がたっていたため飲酒運転は

立件できず、事故現場を立ち去ったことで結果的に

罪が軽くなった。

「同乗者がいたことにびっくりした。なぜ逃げる

のを止めなかったのだろう 。法改正を訴えた高石」

さんらの活動は、ひき逃げなどの罰則強化、酒類提

供者や飲酒運転の同乗者にも罰則を科す道交法改正

に結実した 「免許を取ることは技術が身に付くこ。

とではない。責任を持つということだと考えてほし

い 。高石さんの呼びかけに、生徒たちは授業終了」

のチャイムも気にせず、聞き入った。

これは倫理の授業の一環で テーマは 命の絆 き、 「 （

ずな 。交通事故のほかネットカフェ難民、臓器移）」

植などを取り上げる。担当の池田考司教諭は「社会

問題を『かわいそう』といった情緒ではなく、人間

の尊重を基盤にした科学・政策的課題として考える

きっかけにしてほしい」と狙いを話す。

池田教諭は「スローライフ交通教育の会 （会長」

・前田敏章千歳高定時制教諭）の副会長。会は2000

年 「交通教育研究会」として発足し、現在、道内、

外の高校・大学教員ら25人の会員が活動している。

会長の前田教諭は1995年、17歳だった長女を交通

事故で失った。以来、被害者の権利確保などに取り

組んできたが「交通教育がクルマ依存を前提にして

いる」と感じてきた。その弊害の一つが、事故は社

会的コストと見る風潮や、場合によっては被害者に

も落ち度があるといった自己責任論だ （中略）。

前田教諭は「利益優先の市場原理主義が市電とい

った公共交通体系を衰退させ、クルマ依存に陥ると

いう悪循環が起きている。これまでの交通教育は、

そんなクルマ依存社会の拡大に順応しようという立

場だった」と指摘する。

会の目的の一つは 「命や環境、エネルギーへの、

負荷ができるだけ小さい交通体系を実現するため、

児童・生徒に主体的にクルマとの関係を考えてもら

う」こと。理科を教える前田教諭は、総合学習や生

物の授業で、免許取得の意味や人間の注意行動に限

界があることを教えている。九月には会が主催して

札幌でシンポジウムを開き、交通教育の方法につい

ての意見交換などを行った。

札幌学院大商学部の山本純教授（物流論）は「あ

らゆる人が、微々たるものであるにしても、努力を

積み重ねることで交通事故を減らすことが社会的人

間としての責務」と指摘した上で、同会の取り組み

を「産業社会の問題をとらえる切り口の一つとして

も有効。本当のゆとりや豊かさとは何なのか、考え

るきっかけになる」と評価している。

2007/11/5「北海道新聞」
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（ ）交通教育の課題 その３

前田敏章

３－１ 交通戦争を克服出来ない社会

2004 2002WHO（世界保健機関）は 年の報告で、

年の１年間に世界中で道路交通事犯により亡くなっ

た人が 万人、負傷した人は 万人と推定される120 5000

という衝撃的実態を発表した 「交通戦争」を克服で。

きない、いわば「進行するモータリゼーションに追

いつけない社会」という現状は、世界的規模で今な

お続いている。日本も例外ではない。

一方で、こうした交通死傷被害の深刻さ、および

その要因を直視できない社会がある。ドイツの社会

学者ウルリヒ・ベックは「今日ほどわれわれが新た

な概念を必要としている時代はない と 近代の 産」 、 「（

業化された）危険社会」について警鐘を鳴らし 「危、

険を指摘する人々は『悲観論者 、危険を捏造する者』

であると誹謗される」と、現代社会の危険認識につ

いて批判しているが、こうした社会が、学校での交

通教育にも深い影を落としている。

すなわち 現行の 大勢の 交通教育は この 危、 （ ） 、 「

険社会」を問わず、歩行や運転の技能向上を過度に

強調する交通「安全」教育に偏り、結果としてモー

タリゼーション拡大に順応的で、ある意味これを補

完する役割を果たしていると思われるからである。

そのような問題意識を鮮明にする事例が、昨年札

2007 5 15 2幌市でもあった。 年 月 日、札幌市内の小学

年生 人が、下校中横断歩道上で信号無視のトラック3

にはねられ重傷（うち 人は重体）を負ったのだが、1

当該小学校の校長は事故後の全校集会で 児童に 信、 「

号が青になっても、運転手の目を見てから、横断歩
．．．．．．．．．．．．．．

」（「 」 、道を渡りましょう 北海道新聞 年 月 日2007 5 17
．．．．．．．．

傍点筆者）と呼びかけたというのである。

大人でも無理な注意行動を小学生に指導するとい

う異常さに驚きながら、その後の報道に注意をして

いたが、運送会社など運転側に大々的に再発防止を

訴えるという動きや、市内他区を含めたスクールゾ

連載③

ーンの通行規制の見直し提案などもなかった。

そして 日後の 月 日、何と同じ札幌市内で、下6 5 21

校中青信号で横断中の小学 年生がトラックにひかれ2

死亡するという惨事が起こった。それでも社会の対

応は「交通ルールの徹底を、市が緊急会議、各校に

文書配布へ （ 北海道新聞」 年 月 日）であっ」「 2007 5 23

た。

３－2 技能に偏った交通（安全）教育から
総合的な交通教育へ

ルールを守って青信号で被害に遭ったのに、なお

被害の責任を子どもや歩行者に転嫁し 「交通ルール、

を守ろう 「車に気を付けて」と無理な注意喚起を」、

繰り返す学校や社会。この背景にあるのは、交通安

全教育の徹底によって 「人間の側の質的向上 （＝、 」

注意力の向上）をはかり、それによって被害を防ぐ

ことができると楽観する考え方である。

注意力の向上という技能面に偏った交通安全教育

の効果を過大に評価することが、クルマによる死傷

被害の原因究明と対策を遅らせる。

スウェーデンの児童心理学者スティナ・サンデル

スが、すでに 年に、子どもの認知能力の発達1968
の面から「子どもを完全に交通環境に適応させるこ

とは不可能である」として「子どもが交通事故に遭

わずにすむ道路環境を作るしか道はない」と結論づ

けていたことは重要である。スウェーデンではこう

した認識がその後の交通政策の基礎となり、 年1997
には議会で「スウェーデンの交通システムによって

死亡したり、重傷事故にあうことをゼロにする ）こ」

と（ビジョン・ゼロ）が決議され、徹底した事故原

因の調査分析をもとに、道路環境の整備、速度制限

の徹底などが推進されているという。

学校での交通教育に求められるのは、被害の責任

を子どもや歩行者に転嫁する対症療法的な交通安全

、 、教育ではなく 生命尊重のくらし方という視点から

クルマへの依存を必要とする社会そのものを問う総

合的な交通教育であると考える （つづく）。

「いのちのパネル」小冊子の活用を
小野 茂いのちのパネル実行委員会

「交通による被害を出さないで 。被害を受けた側」

からの声をパネルにして各地で行っている展示、昨

年は98日間に及びました。展示時には、会報誌とア

ンケートの他に、パネルをまとめた小冊子を置いて

います。

小冊子製作へのきっかけは、展示中に「この展示

を子供に見せたい、子供が免許を取る時期」の声か

。 、 、らでした 展示を見に来られない方 職場や家庭で

私たちの声が届き、広がり、安全運転につながるこ

とが私たちの願いです。

「会社の社員教育に使いたい」とまとめて依頼さ

れたこともありま

すが、この小冊子

を地域の集まりな

どで広く活用して

いただきたく思い

ます。

ご希望の方に

は郵送いたしま

す。会事務所

白石区民センターでのパネル展）（011-233-5130） （

に連絡ください。

なお、冊子製作料として一冊200円の協力を頂い

ております （5冊以上の方は当方で郵送代を負担し。

ます。問い合わせは、小野 011-822-2721 まで）
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真実を求めて、民事裁判のたたかい
南 幌 町 白 倉 博 幸 ・ 裕 美 子

■ 不提出記録開示による新鑑定提出

民事裁判は提訴から間もなく２年。現在までに

９回裁判が行われています。３月の８回目公判で

は鑑定書を提出しました。鑑定の内容は、

１）被告運転のトラック速度は94.3ｋｍ。美紗

は61.1kmの速度ではねられた。

２）トラックが反対車線へ進入したのは、スタ

ッドレスタイヤ装着と路面状況、高速走行が

その原因。

３）美紗は横断を終了していた。

というものでした。

刑事裁判では「82.7ｋｍ」との速度認定で、そ

の速度は「暴走ではない」とされました。私たち

が言っているのは速度だけではなく、速度と反対

車線にはみ出した事実をもって「暴走だ」と主張

してきたのです。大幅な速度超過で反対車線にい

る人間を殺した運転を「暴走」と言わず何と言う

のか、未だに法の判断が理解できません。

そして今回の鑑定結果をみて、なぜ検察庁は95

ｋｍで起訴したにもかかわらず控訴審では81km以

上とトラック走行速度を下げた主張をしたのかと

今更ではありますが強い憤りを覚えます。刑事裁

判での鑑定、私的鑑定そして今回の鑑定、全てが

「95ｋｍ」という最低速度の鑑定結果です。

■ 法律違反の改造車であることも判明

そして更に、トラックが車検証と異なる重量で

あった事実 これは大変重要で 速度記録装置 タ。 、 （

コメーター）の搭載義務の必要な車両に改造が行

われていました。被告は4t車で事件を起こしたこ

とになっていますが、実際は9ｔ車。大型免許が

必要な大型車両になります。その点が全く無視さ

れ続けた刑事裁判でした。

民事裁判において被告が大型車両免許保持者か

を明らかにするように訴えていますが 「法律に、

違反した改造車で事件を起こした」事実は、刑事

裁判進行中から分っていた事実です。にもかかわ

らず『公判前整理手続き』を経た裁判のために、

どうにも出来ませんでした。

制動距離も長くなり致死率も上がるなど見過ご

せない重要な事実。車検証どおり4ｔ車で、夏タ

イヤを装着しユニックもきちんと収納されていれ

ばこの事件は起きなかったかもしれないと思う

と、運送会社の杜撰な管理と被告のドライバーと

しての意識の低さを許すことはできません。

相手がどのような反論をしてくるかは、次回5

月22日の第10回公判で明らかとなります。

■ 真実にたどりつきたい一心で

とにかく民事裁判で事実を明らかにするしかな

いと今、闘っていますが、私たちにとって民事裁

判の意味はとても大きなもので、勝ち負けではな

く真実に辿り着きたい一心の闘いをしています。

弁護士二人も私達の想いを理解してくれています

が、もっと「勝ち」にこだわる裁判をしたほうが

賢いと思われるかもしれません。でも私達は『真

実が導き出されれば、結果は必然だ』と信じてい

ます。

代わってあげられるのであれば代わってあげた

い。時間を戻せるなら助けたい。でもその願いが

叶わない以上、絶対に逃げない、過去の事件にし

ないということが美紗に対してできる唯一のこと

だと思っています。

そして自分たちは終わってしまいましたが、刑

事裁判における問題点、法の不備を放置すること

は絶対に出来ません。民事裁判同様、交通犯罪の

抱える問題点を提起していくことにも力を注いで

います。

民事裁判もこれから本格的な審議に入るので、

まだまだ時間のかかる長い闘いになりますが「真

実」を明らかにするために頑張っていこうと思っ

ています。

（関連記事：会報15、19、20、21、22、25の各号）

メッセンジャーの美紗をよろしく
3月9日、生命のメッセージ展代表である鈴木

共子さんのアトリエ

で、美紗の人型パネ

ルを誕生させました。

美紗は札幌のメッ

セージ展からメッセ
ンジャーとして全国

を駆け回ります。
一人でも多くの方に
声を届けられる事、

命の尊さが伝わる事
を願っています。

美紗の活躍に期待
します。
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「生命のメッセージ展 ・ ０（ゼロ）からの風」上映会にお越し下さい」「
い の ち

（副委員長 水野 親）「生命のメッセージ展in札幌」実行委員会

６月６日（金）16：00～８日（日）16：00

札幌エルプラザ（北８条西３丁目）３階
http://inochisap.iinaa.net/ＨＰでの案内→

2001年東京八重洲広場で始まった「生命のメッ

セージ展」は今年３月開催の「生命のメッセージ

展in川口」で50回を数えるまでになりました、ま

た国会議員会館・小学校・刑務所でも開催しまし

、 。たが これは行政側の関心の高さを示しています

51回目を迎える「生命のメッセージ展in札幌」

はよさこいソーラン祭りと同時日程とすること

で、よさこいソーランの躍動から生きていること

の素晴らしさと同時に、生命のメッセージ展のメ

ッセンジャーから静かに伝わる生命の大切さの両

方を実感して欲しいとの思いからです。

メッセンジャーは交通犯罪・凶悪犯罪等で理不

尽に生命を奪われ，またいじめで生命を失った者

の人型オブジェです。

なお、札幌開催は２回目です、１回目の2002年

のときは「77命」のメッセンジャーでしたが、今

「 」 （ 「 」）回は約 130命 のメッセンジャー 道内 11命

が会場でお待ちしています。

映画なお、同時上映の

「０(ゼロ)からの風」

生命のメッセージは、

展の企画者である鈴木

共子氏をモデルにした

映画です。

①6日18：30

②7日10：30 ③16：30

④8日10：30 ⑤13：30

の5回上映

鑑賞券（1000円）は

当日会場で求められます。

映画のストーリー

突然奪われた息子の生命･･･。

母親は、厳しい現実と闘い続けた･･･。

出演：田中好子 杉浦太陽他

、 。最愛の夫に先立たれ 一人息子の零と暮らす圭子

お互いを「圭子さん 「零君」と呼び合い、まるで恋」

人同士のような二人に、突然、悲劇が起こる。大学

に入学したばかりの零が飲酒運転の車にはねられた

のだ。

愛する息子のあまりにも突然すぎる死･･･。圭子は

零の死を受け止められない日々を過ごす。零を奪っ

た加害者は飲酒運転かつ無免許、再犯だったにも関

わらずたった数年の懲役という判決だった。あまり

にも軽い交通犯罪の刑罰･･･。

「未来ある若者の命を奪っておいて、数年で社会復

帰できるなんて･･･。なぜ？」

圭子は刑法の厳罰化に向けて立ち上がる。自分と同

じ悲しみを背負う人を一人でも増

やさないために、零の生命を繋げ

ていくために。

（映画のパンフレットより）

会 の 日 誌
2008.1.11．～2008.4.7.

≪会合など≫

会報25号発送1/18
世話人会・例会2/13
世話人会・例会3/12

≪訴えの活動≫

◆ （株）エース旭川営業所（山下）1/12
月形学園（前田）1/29

◆パネル展示 ～白石区民センター4/7

処分者講習での講師■

1/17 前田 2/28 細野 3/21 佐川

会 員 の 皆 様 へ の お 知 ら せ
2008年定期総会は 「かでる２・７ （北2西7）を会場に、次の日程で行います。出席下さい。◆ 、 」

総会 5月1０日（土）13:30～14:30■

全体交流会 14:45～17:30 （臨床心理士、佐藤由佳利氏の講話と、会員の報告・交流）■

懇親会 18:00～20:00■

◆ 例会の予定･･･毎月２水曜日の13時～15時、世話人会は、毎月第２水曜日の午前中、事務所にて

。 、 。（ ）※ 次の会報発行は８月です 手記や意見 近況報告などお待ちしています 〆切り７月20日

パネル展の今後の予定 5/12～16 厚別区民センター 6/16～20 豊平区民センター◆


